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生 ＝bx;/n;+ ~ S1-x;)-mx, dt ＼炉， I 

















































































ス）kの実際の価格， dijは中心地 i, j聞の距離，
φhは財（またはサービス） kの単位距離あたりの
輸送費である．パラメータ βは，財（またはサー
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~機能 1 , 2, 3をもっ中心
固機能1, 2, 3, 4をもっ大中心
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第9図 第7図の地点A, B, Cの時間的進化．




















































第13図 （左） 構造D. もし t=31のときに，単位距離あたり輸送費が低下するならば（その値については，































第四図 （左）構造E. ここでは，第12図の構造から進化した構造で，さらに時間単位 9が経過した t=53の





レベル2 レベル3 レベル4 計
構造C 0. 09525 0. 018 0. 0043 0 .117 4 















































第2表 B, C, D, Eの効率性指数
レベル2 レベル3 レベル4 計
構造B 0.0966 0.0185 0 . 007 45 0 . 1224 
構造C 0.0952 0.018 0.0043 0.1174 
構造D 0 .1081 0.0316 0.0096 0.1494 
構造E 0.097 0.025 0.0093 0.1412 
第3表 E, Fの効率性指数
レベル2 レベル3 レベル4 計
構造E 0.097 0.025 0.0093 0.1412 
構造F 0.0974 0.027 0.0075 0.143 
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第17図（左）構造 K. これは， t =53のときに進化した都市構造で， t =44のときに21単位の人口が地点33に
追加されたものである． 「投資」はこの場合， 90から95に成長し， そして周囲の地点の人口が増加
させることに成功した． あるいは，この一帯の相対的地位の低下を止めるのに「成功したJ，と言っ
てもよい．
第四図（右）構造 L. 地点33に21単位を付加した構造 B （第12図）から始める第16図と同じシミュレ ー ショ
ンであり， この場合， t =53で先の付加を行なった結果である． 方程式によって記述される値のま
わりの小きなゆらぎが異なる歴史をもっと， 投資の 「失敗」 につながった． 地点33の人口は90か
ら77に減少した． （第四， 17図のような）二つの質的に異なる中心地構造は， 同じ「シナリオ」か

















































レベル2 レベル3 レベル4 計
構造C O. 0952 0. 018 0. 0043 0 .117 4 
構造L 0.106 0.0176 0.0049 0.1286 
構造K 0.102 0.0225 0.0066 0.1314 
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第21図（左）構造 （A ’B ’），・ A， ’と B， ’の境界を t =21で取り除いた場合の， t =42における都市構造． 全体の
人口および「良好な」輸送条件は一定である．
第22図（右）構造 （AB）， ・ 二つの地域 A,, B， を t=Oで統合した場合の， t=021で得られる安定状態． 人口
およぴ「良好なj輸送条件は一定である．
影響を， 簡単に調べてみよう． ここでは， 40地点
からなる格子を用いる． システムの初期状態は，
第四図に示したとおりである． これは，「若いJ2 
つの都市階層 A, B に相当し， それらはさらに進
化しつつあり， 事実それらの構造は， 第6図から
中央の10地点を削除して， 第 4 図から第8 図にい
たるシミュレ ーションを行なった結果から採られ
たものである． われわれが調べたい問題は， 統合





第20図で示した A,', B， ’で、ある． さらに， 関税障
壁が撤廃され， システムは， 新しい貿易形態の確
立にむけて相E作用するこつの都市階層を進化さ
せるようになる. t =42のとき， ともかく人口の多
少のゆらぎはつねに存在するが， その構造は安定
するようになり， それは第21図のようである．
二つの「成熟した」都市階層 A,', B， ’の結合か
ら得られたこの最後の構造を， 二つの「若い」都
市階層 A,, B1 の統合によってもたらされる結果
と， 比較しよう． ここで， もし貿易障壁が t =Oの
ときにすぐ撤廃されるならば， t =21の後までに進
化した構造は， 第22図のとおりである． 最初に気













に， 構造 （A’B’）， については， 財の全輸送量 （輸




















































































































b =O .003, m =O. 03，φ＝1.5，α＝1,p/=1,P/=1 
o =1.1，η＝1，γ＝10,N;= N =60 
ε1=0.25 ， ε2=0.15,e3=0.l ， ε•＝o. os 
ρ1=1，ρ2=0.2,p3=0.l，ρ4=0.05 







=0.12 ， φ•，；0.08 とし，低い輸送費 φHの場合は，
φ1=1，φ2=0 .15，φ3=0. 1. 4i•=o. osとした．
二つの地域A,Bの結合を含みに入れた，第四，
20図のシミュレーションでは， Xthl=60, Xth2 =68, 





Hk = 2). 2). du T,J 
チk_ X;e/' . __A_L 
1 ijー （pt＋ザd,Y記At'.
であり，平均輸送距離は，
uk ~~du T/J dk=~= i j 
2). 2). T/J 2). 2). T,J 
である．
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